
親子だから夫婦だから、いつもご機嫌な関係とは限らない。もちろん多少イライラすることだってある。でも、いろい
ろあるけれど、やりたいことをあきらめずに、今日も１日がんばったよねと、家族のメンバーとしてお互いに応援しあ
えたら、きっともっと家族が楽しくなる。
パパの子育てを応援することで、そんな想いを実現するお手伝いができたら―。子育てアドバイザーの高祖常子
さんに子どもとの向き合い方やパートナーシップについてお話しいただきます。




